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平成３０年度防府市防災会議 会議録 

 

【日 時】 平成３０年８月３０日（木）１３：３０～１４：３０ 

【場 所】 市役所１号館３階 南北会議室 

【出席者】 別添のとおり 

【資 料】 別添のとおり 

【概 要】 

 １ 資料の確認 

 

 ２ 開会のことば 

 

 ３ 会長挨拶 

 

４ 会議の成立報告 

   出席委員３１名、防府市防災会議運営要綱第２条第３項の規定により会議成立。 

 

 ５ 報告 

 （１）平成３０年７月豪雨災害の対応状況について 

 （２）２０１８年山口県総合防災訓練について 

 （３）応急仮設住宅建設候補地の追加について 

 （４）山口県総合防災情報システム（Ｌアラート）の運用開始について 

 

６ 議事 

≪議題１ 防府市地域防災計画の修正について≫ 

（会長） 

事務局から説明をお願いする。 

 

（事務局） 

防府市地域防災計画の修正について説明。 

     

（会長） 

質問・意見等があればお願いする。  
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（山本幸彦委員） 

修正の中で、自衛隊の災害派遣部隊の集結地として、この度、「航空自衛隊南基地総合 

訓練場等」を追加することになっているが、大規模災害時には必要に応じて対応していく 

ので、修正案どおりで問題ない。 

 

（会長） 

その他、質問・意見等があればお願いする。 

 

（河村委員） 

大規模氾濫減災協議会の設置について、「逃げ遅れゼロ」のスローガンを掲げているが、

設置目的は避難勧告等を発令するための組織であるという解釈でよろしいか。 

  避難勧告等発令後、避難しない市民をどのように適切な避難所へ避難させるかが重要に 

なると考える。各自治会で自主防災組織を通じて活動することになるが、自治会任せにす 

るのではなく市、自治会と協議をして進めていただきたい。 

 

（事務局） 

大規模氾濫減災協議会は避難勧告等を発令するための組織ではない。ハード面だけでは 

なくソフト面も併せて自治会、沿線の市民の方が早めに避難するにはどうすればよいかを 

考える協議会である。 

また、自主防災組織や防災士の講習は行っているが、地域の方と協議しながら行ってい 

く。 

 

（会長） 

その他、質問・意見等があればお願いする。 

 

（会長） 

特にないようなので、この案については承認ということでよろしいか。 

 

（各委員） 

承認 
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≪議題２ 防府市水防計画の修正について≫ 

（会長） 

事務局から説明をお願いする。 

 

（事務局） 

防府市水防計画の修正について説明。 

 

（会長） 

防府市水防計画の修正について事務局から説明があったが、質問・意見等があれば 

お願いする。 

 

（会長） 

特にないようなので、この案については承認ということでよろしいか。 

 

（各委員） 

承認 

 

 ７ 気象情報について 

   （気象台） 

配布資料について説明。 

  

   （事務局） 

質問等があれば、お願いする。 

 

   （河村委員） 

土砂災害警戒判定メッシュ情報について、活用させていただいているが、５ｋｍごとの

情報でよいか。 

    

（気象台） 

浸水は１ｋｍごとである。土砂災害はまだ５kmだが、近い内に 1ｋｍごとになる。流 

域ベースについても、１ｋｍごとに河川の流れを計算するようになっており、精緻化は進

んでいる。 
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 ８ その他 

（山口河川国道事務所） 

平成３１年５月に佐波川総合水防演習を行う予定としており、１０月以降に関係機関を

含めて詳細に調整をさせていただきたい。大規模な訓練になるが、防災・減災に取り組む

観点から協力して行っていくので、よろしくお願いする。 

     

（事務局） 

今後の防災会議については、来年の５月末～６月頃を予定している。 

また、平成２１年の災害から１０年目を迎えるということで、市民防災の日特別講演会 

についても例年以上に防災意識の高揚に努めたいと考えているので、協力をお願いする。 

 

（事務局） 

以上をもって、防府市防災会議を終了する。 


